
まちづくり工房 事業報告会
霞渓舎 1年間の取り組みからみえたこと

まちづくり工房運営委員会
平成30年3月23日（金）

本日の流れ

19:00～ 代表挨拶

役場より木藤さんの紹介、まちづくり経緯【資料1～5】
（10分）企画課 國枝

まちづくり工房 霞渓舎のあゆみ【資料6～15】
（20分）馬淵・参加型の紹介

19:30～ ワーク 「霞渓舎」について語ろう 【資料16】（30分～40分）
20:10～ グループ発表 （20分）
20:30～ クロージング （まちづくりに対して 木藤さんより）

20:55 今後に向けて 企画課 小川・運営委員 小川



池田町のまちづくり（地方創生）



まちづくり工房プロジェクトの歩み

地方創生プロジェクトの概要



○岐阜県池田町版地方創生総合戦略 池田町の大人が元気になる！！

（アイデア工房・池女会） ⇒

池田町まちづくり工房運営委員会
（トータルコーディネーター）

平成２９年度 池田町地方創生プロジェクト

・まちづくり工房「霞渓舎」

平成２９年４月１日～ 池田町まちづくり工房「霞渓舎」 （養老線池野駅駅舎） まちづくりの拠点

・養老鉄道推進事業

ワークショップ・イベント
・発表会・各プロジェクト
のマッチング

池田町役場（企画課・職員メンバー）

・まちづくり推進事業

各プロジェクト
（平成２７年度～）

ママカフェ
池田町地方創生会員

池田町総務部企画課

池田町まちづくり工房運営委員会
（指定管理者）

・レンタサイクル事業
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霞渓舎 始動

霞渓舎はまちづくりの拠点施設。この拠点は池田町の
入り口でもあり、住民同士が繋がり次につながる出口
でもあります。様々ないけだのじかんを多くの方に発信
するためのホームページを作成しました。

利用時間：午前9時～12時
午後1時～5時
午後6時～9時

定休日：毎週水曜日
年末年始
（臨時休業あり）

利用はホームページから予
約も可能です。

活動内容
• 駅舎としての機能
養老鉄道を利用、地域住民の利用

→購買・切符販売・レンタサイクル

• 住民同士がつながる機能
貸しフロア利用の企画

→ワークショップ、学習塾、各種教室

• 拠点を活用し町外へと発信する機能
霞渓舎周辺での企画

→ビアガーデン・猫トレイン・クリスマスイルミ



健康の活動

毎月第２・４月曜日（足つぼ）木曜（カイロ）を開催

利用者の声：今まで遠くのお店に行っていたが、近くで行きやすい

なかなか行くことができなかったが、近くなら行きたい。

学びの活動
• 子ども学習の場
書道教室

公文教室

オンリーワン教室

・親子の体験型講座

梅収穫体験

電気教室

読書感想文講座

・大人の学び舎

朝活読書

「お話」シリーズ



趣味の活動
・池田の梅収穫体験
・フラワーアレンジメント
・己書教室
・絵本作り
・コーヒー座談会
・小物市
・海外の絵本展示
・養老鉄道の話
・クリスマスコンサート
・つまみ細工
・池田中学同窓会
・落語会
・お絵描き交流会
・キットパス
・てまりの会

福祉の活動

・高齢者よろず相談（月１）
・ライフサポート会議（月１）
・池田町委託介護予防事業「ひらめき教室」（月１）
・ママカフェ（月１）
予防教室の参加者：養老鉄道に乗ってみんなと何処かに旅行したい。

木のぬくもりで温かい空間。ワークショップをしたい
→①4月7日に出展。 ②薬膳列車ツアー検討中



利用実績
来場者数 備考

4月 ４４１ オープニングイベント

5月 ２６６ 養老トレクル管理委託

6月 ２３４ 養老鉄道利用促進事業

7月 ３８３

8月 ６８５ ビアガーデン

9月 ７３６ ハピ猫トレイン

10月 ４１６

11月 ３８２

12月 ９４１ 池田に行って恋・クリスマスコンサート

1月 ３６０ 養老スタンプ開始

2月 ３２４
５，１６８

集う住民の声を支援

• 霞渓舎で出会った住民同士がつながる

「わかも会」 池田町内の中学生から若年層
①池田を知る 「池田温泉の話」

「棚橋牛乳の話」
②若者を知る 「海外研修の話」

回を重ねて、メンバー同士が理解し合い何か活動し
たいよね（だよねー！）
「まちを明るくするプロジェクト」
運営員会×わかも会 （企画する楽しさ・苦労）



参加企画型 クリスマスイベント

考える→計画する→実行→修正
PDCAを実践して学ぶ

運営する中で見えた事

• できたこと：年間5000名を超える来場者
（町外・海外からの声）
駅としての機能（窓口業務）
広報（ホームページ・広報）

• 課題：初年度は稼働率４２％
住民同士が繋がるコーディネート
更なる発信力（メディア以外）

• 今後につなげること
組織力の体制強化
今までの取り組みを丁寧に継続


